
             

千葉市食のブランド「千」認定要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、千葉市（以下「市」という。）が誇る市産品・サービス（以下「市産

品等」という。）の認知度向上と高付加価値化、さらには市内産業の活性化・競争力強化

を図るため、市長が「千葉市食のブランド『千』」として認定するに当たり必要な事項を

定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において「認定」とは、事業者等から申請のあった市産品等について認定

審査委員会において審査を行い、その結果、一定の基準（以下「認定基準」という。）に

適合するものについて、「千葉市食のブランド『千』」として認めることをいう。 

 

（認定の対象） 

第３条 認定の対象は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

（１）千葉市産農林水産物 

（２）千葉県産農林水産物を原材料とする加工食品 

（３）千葉市産農林水産物又は千葉県産農林水産物を原材料とする加工食品を活用した食

関連サービス 

 

（申請者の資格） 

第４条 認定を申請する資格のある者は、次に掲げる要件をすべて満たす者とする。 

（１）生産、製造、開発・加工の拠点が千葉市内にある者、又は前条第３号の場合、サービ

スの提供拠点が千葉市内にある者 

（２）申請する市産品等の取り扱いに必要な手続き（許可、免許の取得の他、登録、届出の

実施等を含む）を行った者 

（３）市税の滞納がないと認められる者 

（４）千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第２条に規定する暴力団、

暴力団員、暴力団員等又は同条例第９条第１項に規定する暴力団密接関係者に該当し

ないこと 

（５）法令又は公序良俗に反する若しくはそのおそれのあることが認められないこと 

 

（認定基準） 

第５条 申請された市産品等（以下「申請品」という。）を認定するに当たり、その認定

基準は、別表のとおりとする。 

２ 前項の基準は公表するものとする。 

 



             

 

（認定の申請） 

第６条 認定を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、千葉市食のブランド「千」

認定申請書（様式第１号）及び千葉市食のブランド「千」申請に係る誓約書兼千葉市税情

報閲覧同意書（様式第２号）に必要書類等を添えて、市長が指定する日までに提出するも

のとする。 

 

（資格審査） 

第７条 市長は、前条に規定する申請があった場合は、当該申請が第３条及び第４条の要件

を満たすかどうかについて資格審査を行うものとする。 

２ 市長は、前項の規定による資格審査で要件を満たすと判断されたのもについて、次条に

規定する認定の審査を行うこととする。 

３ 市長は、前項に規定による資格審査で要件を満たさないと判断されたものについては、

次条に規定する認定の審査の対象外とすることとする。 

４ 前項の規定により認定の審査の対象外とした申請については、その旨がわかるよう書

面により通知することとする。 

 

（認定の審査） 

第８条 市長は、第６条に規定する申請があったとき、当該申請が第３条及び第４条の要件

を満たすと判断したものについて、認定審査委員会を開催し、第５条の認定基準に則り、

審査を行う。 

２ 認定審査委員会の設置その他審査に必要な事項は、別に定める。 

 

（認定の決定） 

第９条 市長は、前条の規定による審査の結果、認定基準に適合すると認められたものにつ

いて、認定することができる。 

２ 市長は、申請品を「千葉市食のブランド『千』」として認定したときは、当該申請者に

対し、認定結果を千葉市食のブランド「千」認定結果通知書（様式第３号）により通知す

るとともに、通知を受けた申請者は、千葉市食のブランド「千」認定に係る誓約書（様式

第６号）を提出するものとする。 

併せて、当該申請者に千葉市食のブランド「千」認定証（様式第４号）を交付し、認定

された市産品等（以下「認定品」という。）を、市のホームページ等により公表すること

とする。  

３ 市長は、認定基準に適合しないと認められたときは、千葉市食のブランド「千」審査結

果通知書（様式第５号）により、理由を付してその旨を当該申請者に通知する。 

 

（「千葉市食のブランド『千』」マークの表示） 

第１０条 認定品は、その包装や広告等に「千葉市食のブランド『千』」マークを表示す



             

ることができる。 

２ 「千葉市食のブランド『千』」マークのデザイン、取扱基準については、別に定め

る。 

（認定の有効期間） 

第１１条 第９条第１項の規定による認定の有効期間は、認定日から３年間を経過した日

の属する年度の３月３１日とする。 

 

（再認定の審査・決定） 

第１２条 前条の規定による有効期間の満了後に、再度認定を受けようとする者は、有効

期限の６か月前までに、千葉市食のブランド「千」再認定申請書（様式第７号）を提出

し、申請するものとする。 

２ 市長は、前項で規定する申請があったとき、第８条及び第９条の規定を準用し、審査

した上で、その結果を通知する。再認定された申請者には、千葉市食のブランド「千」

再認定通知書（様式第８号）により通知することとし、通知を受けた申請者は、千葉市

食のブランド「千」認定に係る誓約書（様式第６号）を提出するものとする。 

３ 再認定の有効期間については、前条を準用する。 

 

（認定内容の変更） 

第１３条 認定品について、次の各号の内容を変更するときは、市長あてに千葉市食のブ

ランド「千」認定事項変更届書（様式第９号）を提出し、承認を得なければならない。 

（１）法人においては、法人名・団体名・屋号又は住所を変更したとき。個人において

は、氏名又は住所を変更したとき 

（２）認定品の名称を変更しようとするとき 

（３）認定品の生産、販売又はサービスの提供を１年以上休止又は廃止しようとするとき 

（４）認定品の規格・形状・原材料の構成又は包装・容器等に係るデザイン等の申請内容

を変更するとき 

 

（調査） 

第１４条 市長は、必要があると認めたときは、当該事業者の同意を得た上で、認定品の

調査を行うことができる。 

２ 調査は、次の各号の方法により実施するものとする。 

（１）認定品の生産、製造又は販売の場所への立入り調査 

（２）認定品の成分及び品質、一括表示等に係る調査 

 

（認定の取消） 

第１５条 市長は、認定品又は認定を受けた事業者等が次の各号のいずれかに該当する場 

合は、必要に応じて認定審査委員会の意見を聴取した上で、第９条に規定する認定を取

り消すことができる。 



             

（１）認定を受ける資格を欠くに至ったとき 

（２）第５条の認定基準に適合しなくなったと認められるとき 

（３）虚偽の申請により認定を受けたとき 

（４）「千葉市食のブランド」の運用に重大な支障を来す行為があったとき 

（５）認定を受けた事業者等が、自己都合により認定の取消しを求めるとき 

（６）その他認定を取り消すべき重大な事由が生じたとき 

２ 市長は、認定を取り消すこととしたときは、認定を受けた事業者等に千葉市食のブラ

ンド「千」認定取消通知書（様式第１０号）により通知するものとする。 

 

（認定を受けた者の責務） 

第１６条 認定を受けた事業者等は、第６条に規定する申請書のとおり、次の各号を遵守

するものとする。 

（１）千葉市食のブランド「千」認定要綱を遵守する。 

（２）認定基準を守り、認定品・サービスの品質の維持・向上に努める。 

（３）千葉市食のブランド「千」の広報活動への積極的な協力及び認定品の販売促進に努

める。 

（４）認定品について、市の承認を得ずに第三者へ権利を譲渡しない。 

（５）認定期間における各年度の実績について、千葉市食のブランド「千」販売実績報告

書（様式第１１号）を翌年度の５月末日までに市長あてに提出する。 

 

（その他） 

第１７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別途定めるものとする。 

 

附 則 

この要綱は、令和２年９月３日から施行する。 

 

   附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する 

 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する 

 

附 則 

この要綱は、令和６年８月１日から施行する 

 

附 則  

この要綱は、令和７年８月１日から施行する。 

 



             

附 則  

この要綱は、令和８年７月２２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             

別表（認定基準） 

項目 内容 

地域特性 （１）千葉市の地域特性（歴史・風土・文化・環境・原材料等）を活かし 

たものであること。 

独自性・優位性 

 

（１）生産・製造技術、原材料、利用資材、サービスの提供方法等におい

て、生産者・事業者のこだわりが認められるものであること。 

（２）品質、食味、機能や価値等の面で、他類似品・サービスとの差別化

が図られていること。 

信頼性・安全性 

  

（１）衛生管理など安全性を高める生産・加工を実施していること。 

（２）適正な表示がなされていること。 

持続可能性 （１）商品・サービスを通じた取組みがＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

の目標達成の観点を取り入れ、環境や社会の持続可能性に貢献してい

ること。 

（２）商品・サービスを将来にわたり持続的に提供・拡大できる体制を整

えている、又はその予定がある。ただし、季節限定品等については、

その供給時期において、体制を整えている、又はその予定があるこ

と。 

地域への貢献度 

 

（１）千葉市のイメージ向上・郷土愛の創出へ寄与するものであること。 

（２）地域における社会課題に対応した取組みを行っていること。 

（３）地域経済に貢献する取組みを行っていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



            申請者及び申請品・サービスの概要 

様式第１号 (第６条、第１６条関係) 

 

千葉市食のブランド「千」認定申請書 

年  月  日 

(あて先)千葉市長 

 

 千葉市食のブランド「千」認定要綱第６条の規定に基づき、次の関係書類を添えて申請します。 

 また、同要綱第 16 条に定める事項を遵守することを誓約します。 

【１ 申請者】 

申請者  押印※１ 

所在地  

連絡先 電話：           担当者： 

メール  

*１ 法人または法人以外で代表者が手書きしない場合は、記名押印をしてください。    
 
【２ 申請品・サービスの概要】 
※質問事項２、５、６、10、15 については、該当する項目のチェックボックスをクリックして選択してください。 
１ 申請品名・サービスの名称  

２ 申請区分 ☐ア  千葉市産農林水産物 
☐イ  千葉県産農林水産物を原材料とする加工食品 
☐ウ  ア又はイを活用した食関連サービス 

３ 小売価格 / 容量 
（申請区分ア、イ） 

税抜     円  /  （単位）  
〈記載例〉税抜 540円/100ml、1,000円/1㎏ 

４ 賞味期限（申請区分イのみ） 製造から  日  ・  か月 ・  年  か月 

５ 保存方法（申請区分イのみ） 
該当する項目のチェックボックスをク

リックして選択してください。 

☐常温 ・ ☐冷蔵 ・ ☐冷凍 

６ 販売・提供可能時期 ☐通年 ・ ☐期間限定（  月〜  月） 

７ 年間生産量・製造量 
（申請区分ア、イ） 

約        / 年 

８ 販売・提供開始時期 
初めて販売・提供した時期を記載 

    年  月から 

９ 年間売上金額 税抜   円 

10 出荷可能時期（卸売・出荷の
タイミング） 

☐通年     ☐期間限定（    月～    月） 
☐その他（                    ） 

11 主な販売先（申請区分ア、イ）  



            申請者及び申請品・サービスの概要 

12 主な顧客層（申請区分ウのみ）  

13 原材料のうち、千葉県産農林
水産物（申請区分ア、イ） 

〈記載例〉ブルーベリー（千葉県千葉市）、米（千葉県多古町） 

 

14 生産・製造等またはサービス
の拠点の所在地（千葉市内） 

〒   -    
千葉市   区 

15 別添資料（参考資料）の有無 ☐有（       ）・☐無 
※資料を添付する場合は２点までとし、（ ）に資料名を記載してください。 

 

【３ 商品の外観】(画像は３枚まで添付可) 

   

商品写真 商品写真 商品写真 

※パッケージの外装から中身が見えない場合は外装と中身のそれぞれの写真を添付 

 

【４ 商品の表ラベルと一括表示ラベル（申請区分イのみ）】 

 

  

表ラベル 一括表示ラベル 



                    認定基準 

※地域特性について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内容は

写真を含めては２ページ以内としてください。 

１ 地域特性  

本商品・サービスにおける「千葉市ならではの特長」は何ですか？千葉市の地域特性（原材料、歴
史・環境、文化・風土等）を、どのように活かしているか記載してください。 

＜記載ポイント＞次の観点を参考に、申請品の有する地域特性について記載してください。 

●特長が原材料にある場合：千葉市で従来から生産されている農林水産物を使用していること 等 
●特長が歴史にある場合：千葉市の歴史や伝統に由来した申請品であること 等 

●特長が環境にある場合：千葉市の気候、自然環境又は地理的特性を活かした申請品であること 等 
●特長が文化にある場合：地域の祭りや伝統行事との関わり、地域に根付いた食文化・生活文化を反映した申請品であること 等 
※上記のすべてに該当する必要はありません。商品・サービスの特長やセールスポイントとなる内容について記載してください。 

【①地域特性に関するタイトル及びその内容について記載】 

該当する項目のチェックボックスをクリックして選択してください（複数選択可）。 
「その他」を選択した場合は、（ ）内にテーマを記載してください。    

☐原材料  ☐歴史  ☐環境  ☐文化  ☐風土  ☐その他（    ） 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 



                    認定基準 

※地域特性について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内容は

写真を含めては２ページ以内としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②写真】地域特性を表現する写真があれば３枚まで添付ください。 

 

   

写真 

写真の説明文（      ） 

写真 

写真の説明文（      ） 

写真 

写真の説明文（    ） 



                    認定基準 

※独自性・優位性についてタイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内

容は写真を含めては２ページ以内としてください。 

２ 独自性・優位性    

本商品・サービスにおける生産・製造技術・現在料、利用資材、サービス提供方法等に関するこだ
わりや工夫、並びに類似の商品・サービスとの差別化が図られている点など、独自性・優位性につい
て記載してください。 

【①独自性・優位性に関するタイトル及びその内容について記載】 

該当する項目のチェックボックスをクリックして選択してください（複数選択可）。 
「その他」を選択した場合は、（ ）内にテーマを記載してください。  
（独自性） 
☐生産・製造技術  ☐原材料 ☐利用資材 ☐サービスの提供方法 ☐その他（   ） 

（優位性） 

☐品質 ☐食味 ☐機能 ☐価値 ☐その他（   ） 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

＜記載ポイント＞次の観点を参考に、申請品の有する地域特性について記載してください。 

●生産・製造技術：高度の技術（伝統的・先進的な技術）を活用していること、独自の製法を採用していること 等 
●原材料・利用資材：良質な原材料を使用していること、又は施肥、飼料、利用資材等に独自のこだわりがあること 等 
●提供方法：独自のサービスを提供していること、朝採れ品の鮮度維持や迅速な提供のための工夫を行っていること 等 

●品質・食味：第三者による評価や認証取得等の客観的な根拠を有すること 等 
●機能：優れた栄養成分や機能性を有していること、消費者にとって有益な特徴を備えていること 等 
※上記のすべてに該当する必要はありません。商品・サービスの特長やセールスポイントとなる内容について記載してください。 



                    認定基準 

※独自性・優位性についてタイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内

容は写真を含めては２ページ以内としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②品質・食味等における第三者評価（受賞歴・取得認証など）】 

受賞・取得日 名称 詳細 

   

   

   

【③写真】独自性・優位性を表現する写真があれば３枚まで添付ください。 

 

   

写真 

写真の説明文（      ） 

写真 

写真の説明文（      ） 

写真 

写真の説明文（    ） 



                    認定基準 

※信頼性・安全性について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載

内容は写真を含めては２ページ以内としてください。 

３ 信頼性・安全性    

本商品・サービスにおける衛生管理など安全性を高めるための生産・加工の取組や、適正な表示
に関する取組など、信頼性・安全性について記載してください。 

【①栽培・製造工程図】 

No. 工程 実施場所・内容 

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   

⑦   

 

【②リスクポイントと対策】 

     

【③使用許諾を受けている HACCP、ISO、JFS規格等食品安全マネジメントに係る規格】 

 

工程 リスクポイント 対策・管理方法 

   

   

   

   

   

取得日 名称 

  

  



                    認定基準 

※信頼性・安全性について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載

内容は写真を含めては２ページ以内としてください。 

【④食の安全を守るために実施している手法等に関するタイトル及びその内容について記載】 

該当する項目のチェックボックスをクリックして選択してください（複数選択可）。  

☐衛生管理等の安全性を高める生産・加工の取組 ☐適正表示に関する取組 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

【⑤写真】信頼性・安全性を表現する写真があれば３枚まで添付ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 
写真の説明文（    ） 

写真 
写真の説明文（     ） 

写真 
写真の説明文（    ） 



                    認定基準 

※持続可能性について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内容

は写真を含めては２ページ以内としてください。 

４ 持続可能性   

本商品・サービスを通じたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組や、環境・社会
の持続可能性への貢献、将来にわたり持続的に提供・拡大するための体制整備など、持続可能性に
ついて記載してください。 
なお、①SDGsに関する内容は、原則として商品・サービスに関する取組を対象とし、該当する取

組がない場合は、貴園又は貴社としての取組を記載してください。 

＜記載ポイント＞次の観点を参考に、申請品の有する持続可能性について記載してください。 

【①SDGsの取組】 
●貴園又は貴社が取り組んでいる SDGs に関する目標及びターゲット 

●上記の目標及びターゲットに向けた具体的な取組 
品質保持や衛生管理に関するマニュアルの整備、管理体制の構築、従業員を対象とした定期的な研修・勉強会の実施 等 

※上記のすべてに該当する必要はありません。商品・サービスの特長やセールスポイントとなる内容について記載してください。 

【①ＳＤＧｓに関するタイトル及びその内容について記載】 

●目標（該当する項目のチェックボックスをクリックして選択してください。複数選択可） 

☐１  ☐２  ☐３  ☐４  ☐５  ☐６  ☐７  ☐８  ☐９ 

☐10  ☐11  ☐12  ☐13  ☐14  ☐15  ☐16  ☐17 

※SDGsの目標及びターゲットについては、農林水産省ホームページ等を参考にしてください。 
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs/sdgs_target.html 

（例：１ 貧困をなくそう ２ 飢餓をゼロに ３ すべての人に健康と福祉を ） 

●ターゲット：              （記載例：2.4、15.1） 

●タイトル（取組名）： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

● タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs/sdgs_target.html


                    認定基準 

※持続可能性について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内容

は写真を含めては２ページ以内としてください。 

＜記載ポイント＞次の観点を参考に、貴園、貴社における持続可能性について記載してください。 

【②経営における持続可能性の取組】 

●将来の販路拡大を見据えた、生産・製造・提供体制について準備があることや、後継者育成、社員育成の取組 等 
●生産・製造における自動化や ICT の導入、その他業務の効率化に向けた具体的な取組 等 

※上記のすべてに該当する必要はありません。商品・サービスの特長やセールスポイントとなる内容について記載してください。 

 

【②経営における持続可能性の取組に関するタイトル及びその内容について記載】 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

【③写真】持続可能性を表現する写真があれば３枚まで添付ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 
写真の説明文（     ） 

写真 
写真の説明文（     ） 

写真 
写真の説明文（    ） 



                    認定基準 

※地域への貢献度について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載

内容は写真を含めては２ページ以内としてください。 

５ 地域への貢献度  

本商品・サービスを通じた千葉市のイメージ向上、地域課題への対応及び地域経済への貢献に関
する取組など、地域への貢献度について記載してください。 

＜記載ポイント＞次の観点を参考に、申請品を通じた地域への貢献度について記載してください。 

●千葉市のイメージ向上・郷土愛の創出：地域ブランドの発信、地域資源の活用、地域文化の継承に関する取組 等 
●地域における社会課題に対応した取組：雇用創出、耕作放棄地対策、環境保全、脱炭素化の取組、農福連携 等 

●地域経済に貢献する取組：市内事業者との連携、地元産原材料の活用、地域雇用の創出 等 
※上記のすべてに該当する必要はありません。商品・サービスの特長やセールスポイントとなる内容について記載してください。 

【①地域への貢献度に関するタイトル及びその内容について記載】 

また、該当する項目のチェックボックスをクリックして選択してください（複数選択可）。 

☐千葉市のイメージ向上・郷土愛の創出へ寄与する取組 

☐地域における社会課題に対応した取組 

 ☐地域経済に貢献する取組 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

●タイトル： 

（内容） 

・ 

・ 

・ 

 

 



                    認定基準 

※地域への貢献度について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載

内容は写真を含めては２ページ以内としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②写真】地域への貢献度を表現する写真があれば３枚まで添付ください。 

 

   

写真 

写真の説明文（      ） 

写真 

写真の説明文（      ） 

写真 

写真の説明文（    ） 



                    その他 

※その他について、タイトル及び内容の記載数に制限はありません。ただし、記載内容は写

真を含めては１ページ以内としてください。 

その他：「千」認定後の展望や取組、認定に対する意気込み、商品・サービスへの想い 

受賞歴・認定取得、メディア掲載実績等   

食のブランド「千」認定後の展望や今後の取組、認定に対する意気込み、商品・サービスに込め
た想いなどについて記載してください。 
また、受賞歴やメディア掲載実績等がある場合は、併せて記載してください。 
＜記載ポイント＞ 
●食のブランド「千」認定後の展望や今後の取組、認定に対する意気込み、商品・サービスに込めた想いなどにつ

いて記載してください。 

【①認定後の展望や今後の取組、認定に対する意気込み、商品・サービスへの想い】（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②受賞歴・認定取得】（１～５の選定基準において未掲載のものに限る） 

受賞・取得日 名称 詳細 

   

   

【③メディア掲載実績】 

 

SNS（種類）  

雑誌掲載  

エリア誌  

  



 同意書  

 

 

千葉市食のブランド「千」認定要綱第 16 条の下記事項について、意思確認のためチェックボック

スをクリックしてください。 

☐千葉市食のブランド「千」認定要項を遵守します。 

☐認定基準を守り、認定品の品質又は技術の維持・向上に努めます。 

☐千葉市食のブランド「千」の広報活動への積極的な協力及び認定品の販売促進に努めます。 

☐認定品について、市の承認を得ずに第三者へ権利を譲渡しません。 

☐認定期間における各年度の実績について、千葉市食のブランド「千」販売実績報告書（様式第 11 号）を翌年度の

５月末日までに市長あてに提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

 

様式第２号（第６条関係） 

千葉市食のブランド「千」申請に係る誓約書兼千葉市税情報閲覧同意書 

 

年  月  日 

 

 

（あて先）千葉市長  

 

 

住所（所在地）                                      

商号又は名称                                       

代表者職氏名                          （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

法人以外でも本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

 

千葉市食のブランド「千」の認定を申請するに当たり、下記事項をすべて満た

す者であることを誓約します。また、千葉市経済農政局農政部農政課が下記４の

事項を審査するため、当社（個人事業主の場合はその個人）の市税に関する課税・

納税情報の提供を受けることに同意します。 

 

                  記 

 

１ 生産、製造、開発・加工の拠点が千葉市内にあること。なお、千葉市食のブ

ランド「千」認定要綱第３条第３号に定める者にあっては、サービスの提供

拠点が千葉市内にあること 

２ 申請する市産品等の取り扱いに必要な手続き（許可、免許の取得の他、届出

の提出等を含む）を実施した者 

３ 食品の製造、加工又は調理を行う事業者にあっては、食品衛生法その他関係

法令を遵守し、食品衛生法第５１条及び食品衛生法施行規則第６６条の２の

規定に基づく、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を実施していること 

４ 市税の滞納がないと認められること 

５ 千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第２条に規定する

暴力団、暴力団員、暴力団員等又は同条例第９条第１項に規定する暴力団密

接関係者に該当しないこと 

６ その他、法令又は公序良俗に反する若しくはそのおそれのあることが認め

られないこと 



   

 

 

様式第３号（第９条関係） 

千経農第    号 

年   月   日 

 

           様 

                       千葉市長           

 

千葉市食のブランド「千」認定結果通知書 

 

    年   月  日付け千葉市食のブランド「千」認定申請書にて申請

のあった件について、千葉市食のブランド「千」認定要綱第５条第１項の認定

基準に適合すると認められるため、同要綱第９条第１項の規定により、下記の

とおり千葉市食のブランド「千」として認定します。 

 

記 

 

１ 認定を決定した市産品等の名称 

 

 

２ 認定番号 

 

 

３ 認定日        年    月    日 

 

 

４ 認定の有効期間    年    月    日まで 

 

 

  



   

 

 

様式第４号（第９条関係）  

 

  



   

 

 

様式第５号（第９条関係） 

千経農第    号 

年   月   日 

 

           様 

                      千葉市長           

 

千葉市食のブランド「千」審査結果通知書 

 

    年   月  日付け千葉市食のブランド「千」認定申請書にて申請

のあった件について、千葉市食のブランド「千」認定要綱第５条第１項の認定

基準に不適合となったため、同要綱第９条第３項の規定により、下記のとおり

結果を通知します。 

 

記 

 

１ 申請された市産品等の名称 

 

 

２ 不適合となった理由



   

 

 

様式第６号（第９条関係） 

千葉市食のブランド「千」認定に係る誓約書 

 

年  月  日 

 

 

（あて先）千葉市長  

 

 

住所（所在地）                                      

商号又は名称                                       

代表者職氏名                          （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

法人以外でも本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

 

千葉市食のブランド「千」の認定を受けるに当たり、次の事項を遵守すること

を誓約します。 

 

記 

 

１ 千葉市食のブランド「千」認定要綱を遵守する。 

２ 認定基準を守り、認定品・サービスの品質の維持・向上に努める。 

３ 千葉市食のブランド「千」の広報活動への積極的な協力及び認定品の販売促

進に努める。 

４ 認定品について、市の承認を得ずに第三者へ権利を譲渡しない。 

５ 実績の報告等の市への情報提供及び調査に協力する。 



   

 

 

様式第７号（第１２条関係） 

 

千葉市食のブランド「千」再認定申請書 

年  月  日 

（あて先）千葉市長 

 

申請者 住所（所在地）                                       

商号又は名称                                       

代表者職氏名                  （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

法人以外でも本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

（連絡先電話番号）    （担当）        

                         －       －             

（連絡先電子メールアドレス）         

                                    ＠             

 

 千葉市食のブランド「千」認定要綱第１２条第１項の規定に基づき、次の関

係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

■申請品 

認定内容に変更はありません。 

認 定 品 の 名 称   

認定日・認定番号  

認 定 期 間  

認定品の広報活動や販

売促進の実施状況 

 



   

 

 

■申請者  

区 分 □ 法人      □ 個人 

法人名・団体名・屋号  

代表者名  

住所 〒 

設立年月日  

資本金         千円 従業員数         名 

事業内容  

URL  

電話  FAX  

E-mail  

担当者 部署名  役職・氏名  

 

【添付資料】 

□直近２年分の販売等実績報告書の写し 

□その他認定品の販売状況等がわかる写真など 

 

  



   

 

 

様式第８号（第１２条関係） 

千経農第    号 

年   月   日 

 

           様 

                       千葉市長           

 

千葉市食のブランド「千」再認定結果通知書 

 

    年   月  日付け千葉市食のブランド「千」再認定申請書にて申

請のあった件について、千葉市食のブランド「千」認定要綱第５条第１項の認

定基準に適合すると認められるため、同要綱第１２条第２項の規定により、下

記のとおり千葉市食のブランド「千」として再認定します。 

 

記 

 

１ 再認定を決定した市産品等の名称 

 

 

２ 認定番号（当初認定の番号と同じ） 

 

 

３ 再認定日        年    月    日 

 

 

４ 再認定の有効期間    年    月    日まで 

 

 

５ 認定更新回数      回目 

  



   

 

 

様式第９号（第１３条関係） 

千葉市食のブランド「千」認定事項変更届出書 

年  月  日 

（あて先）千葉市長 

申請者 住所（所在地）                                       

商号又は名称                                       

代表者職氏名                  （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

法人以外でも本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

（連絡先電話番号）    （担当）        

                         －       －             

（連絡先電子メールアドレス）         

                                    ＠             

 

 千葉市食のブランド「千」認定要綱第１３条の規定に基づき、下記のとおり

届出します。 

 

記 

 

１ 申請品 

認 定 品 の 名 称   

認 定 番 号  

認 定 期 間  

 

２ 変更内容 

変更事項 

※いずれかに  をい

れてください。 

□（法人）法人名・団体名・屋号又は住所の変更 

（個人）氏名又は住所の変更 

□認定品の名称の変更 



   

 

 

  

□認定品の生産、販売若しくはサービスの提供の１年以上の 

休止又は廃止。 

□認定を受けた市産品等の規格・形状・原材料の構成又は 

包装・容器等に係るデザイン等の申請内容を変更するとき。 

変更となった内容 

新 

 

旧 

 

変更の理由 

 



   

 

 

様式第１０号（第１５条関係） 

千経農第    号 

年   月   日 

 

           様 

                       千葉市長           

 

千葉市食のブランド「千」認定取消通知書 

 

年  月  日付け  千経農第   号により通知した認定品につい

て、千葉市食のブランド「千」認定要綱第１５条第１項に規定する下記事由に

該当するため、同要綱第１５条第２項の規定により認定を取り消しましたので

通知します。 

 

記 

 

１ 認定品の名称 

 

 

 

２ 認定取消事由 



   

 

 

様式第１１号（第１６条関係） 

千葉市食のブランド「千」実績報告書 

年  月  日 

（あて先）千葉市長 

 

住所（所在地）                                       

商号又は名称                                       

代表者職氏名                  （※） 

（※）法人の場合は、記名押印してください。 

法人以外でも本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。 

（連絡先電話番号）    （担当）        

                         －       －             

（連絡先電子メールアドレス）         

                                    ＠             

 

 千葉市食のブランド「千」認定要綱第１６条の規定に基づき、下記のとおり

報告します。 

記 

認 定 品 の 名 称   

認定日・認定番号  

報告期間 令和  年  月 ～ 令和  年  月 

認定品の年間販売量  

認定品の年間販売額 

 

 

認定品の販売・取扱先数 直営 （       ）店、卸先（       ）店 

催事・イベント等（         ）箇所 

※認定後に増加した販売・取扱先数 （      ）店 



   

 

 

主な取引先・取扱店舗  

情報発信・販促の取組・

実績等 

 

 

認定基準に対する取組状

況 

 

【地域特性】 

  

【独自性・優位性】 

  

【信頼性・安全性】 

  

【持続可能性】 

 

【地域への貢献度】 

 

【その他】 

 

認定品に関する１年間の

振返り・気づき 等 

 

【売上・販売に関すること】 

 

【情報発信・販促に関すること】 



   

 

 

 

【顧客（取引先・消費者）からの反応】 

 

【千葉市「食のブランド」に関すること】 

 

次年度に向けた目標・取

組み事項 

 

備考  

 


